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Dobroliubov 

並
び
に Pisarev 

に
依
て
代
表
せ
ら
れ
る
虛
無
主
義
的
思
想
及
び
社
會
主 

義
的
觀
念
は
：速
か
に
知
識
®
級
の
間
に
渗
入
し
，
革
命 

的
精
神
の
普
及
は 

一
A
六
〇
年
代
の
，露
西
鹿
を
風
»
し
. 

:た

.°
而
し
て
其
の
智
識
的
道
@
_
«
域
に
於
け
る
ど
同 

様
、
社
會
的
政
治
的
调
係
に
於
け
るT

赞
の
拘
束
を
切 

斷
し
1
切
の
傅
統
を
破
壤
せ
ん
せ
す
る
‘革
命
瓜
想
の
流 

布
は
又
速
か
に
具
體
的
迤
動
を
現
出
せ
し
め
"
政
府

 ̂

，對
す
る
革
命
的
要
求
は
被
等
の
政
治
的
社
會
的
綱
領
の 

中
に
指
摘
^
れ
た
。
蓋
し
此
等
.の
綱
領
の
杓
容
はj

般 

に
當
時
の
社
會
的
要
求
に
適
應
U
、
L且
つ
農
奴
，解
放
令
一

第

九

號

〗

三
〇

0

K

に
峰
起
し
つ
、
ぁ
つ
た
所
の
農
民
反
亂
，
 

の
狀
態
に
依
つ
て
支
持
せ
ら
れ
た
。

V 

.
，凡
そ
農
奴
の
解
放
、
即
ち
奴
隸
經
濟
の
廢
棄
は
、當
#

.
:の
露
西
亜
に
於
て
は
、
當
然
興
の
社
會
組
織
の
根
柢
を 

'
震
搣
せ
し
む
る
所
の
大
改
革
を
意
味
す
る
も
の
て
ぁ
つ 

フ

为

::
°
然
る
に
専
ら
特
權
的
地
主
階
級
の
利
權
擁
護
に
終 

■:
始
し
れ
専
制
政
府
は
、

一
八
六
一
年
の
不
徹
底
な
る
解 

.:
放
令
を
宣
布
す
る
事
に
依
つ
て
、
農
民
の
生
活
を
痛
く 

V
脅
威
す
る
の
結
架
を
招
徠
し
た
。
即
ち
初
め
農
民
は
此 

の
解
放
令
の
結
果
"
彼
等
が
從
來
奴
隸
的
勞
働
條
件
の 

下
で
耕
作
し
て
居
穴
土
地
の
全
部
を
、
即
座
に
、
無
償 

一
.で
所
有
し
得
る
に
至
る
可
しW

信
じ
、
或
者
は
更
に
、 

j

貴
族
等
の
所
有
地
が
全
部
農
民
に
附
與
さ
.る
ゝ
.結
果
す 

し
て
、
各
々
の
分
與
地
が
こ
層
增
大
す
る
も
の
ビ
想
像 

し
て
居
た
。
然
る
に
解
放
令
の
內
容
は
土
地
所
有
に
關 

す
る
彼
等
の
此
の
期
待
€
願
f

全
然
蕋
切
つ
た
許
り
，
 

で
な
く
、
寧
ろ
農
民
に
對
す
る
桎
褂
を
加
1
す
る
に
至
.

錄

_

農
奴
解
放
後
の
露
西M

社
會
運
動

-
◊f2
か
ら
で
あ
る
。
第

.一
に
、
分
興
地
1̂
.大
體
、
從
來
民
は
村
落
典
同
陳
體
に
扑
東
さ
れ
て
移
轉
レ
自
由
ヵ
全 

農
奴
制
の
下
に
耕
作
せ
る
-±
地
を
德
準
^
し
れ
け
れ
€

^

奪
は
れ
る
€
い

ふ

審(-
:

^

つ

た
 

::

も
'
:其
の
：最
大
限
を
限
定
U
:て 

地
主
0
損

害

を

可

及

ノ

:'
農
奴
解
放
令
に
絕
望
し
た
農
民
は
反
亂
を
以
て
地
主 

的
少
な
か
ら
し
め
ん
す
す
る
の
趣
旨
に
據
つ
て
行
は
れ
：
0
暴
戾
に
報
い
た
。
彼
等
は
成
は
地
主
を
襲
擊
し
、
或 

た
> 

.
故
に
實
際
上
分
與
$
れ
犮
土
地
は
：®
だ
僅
少
で
あ
：
―—は
之
を
殺
戮
し
、
全
地
方
に
‘_旦
っ
て
宮
憲
や
軍
隊
ぶレの 

-つ
て 

> 到
底
將
來
の
人
ロ
の
增
.加
を
支
持
す
る
事
’か

不

\

衝
突
が
頻
々
>£
し
て
行
は
れ
た
。
此
の
情
勢
を
目
擊
し 

;!
:可
能
で
あ
る
^
信
せ
ら
れ
た
。
.第
二
に
？
賠
償
金
^
過
.
,

j 〗；

ね
る
急
進
主
義
者
等
は
，
將
に
大
な
る
農
民
革
命
の
接 

I n
:

で
：あ
ト
、
且
つ
賠
償
の

» '

間
が
長
ぐ
，
又
，其
の
條
^
:
中

.:〗

近
し
づ
、
あ
る
S
い
ふ
事
、
少
ぐ
^
も
革
命
的
大
衆
蓮 

-

に
は
明
に
：無
償
の
義
務
勞
役
を：：

へ；包
含
さ
れ
て
.居
.た
。
.
；
動
が
農
民
に
依
つ
て
旣
に
始
め
ら
れ
た
ぶレ信

じ

®
の 

:就
中
、
農
奴
中
最
も
簞
要
な
る
部
分
-
,即
ち
地
主
農
奴
.

如
き
混
亂
$
動
搖
の
渦
中
に
彼
等
の
革
命
狃
想
を
流
入 

V
0'
如
き
は
最
も
苛
重
な〗

る
.條
件
に
拘
束
^
れ
.て
，
結

局
.

せ
し

む
る
事
は
容
易
で
，あ
.る
皮
觀
じ
た
の
で
あ
る
。
彼 

:
は
：：

一.
.片
の
土
地
す
ら
得
ら
れ
な
^

で
、は
：な
：い

か
€

等
の
考
ふ
る
所
に
遵
ベ
ば
、
此
の
國
に
於
け
る
農
民
問
，
 

:
の
疑
愈
が
生
，じ
.た
。
笫

2
に
、
村
落
±:
地
典
有
制
度
題
の
解

.省
は
徹
底
的
な
政
治
的
改
革
を
俟
つ
て
匆
め
て 

c
-
.
M
i
r
"
)
.

を
存
續
せ
し
め
れ
：る
解
放
令
の
眞
意
は
、

可
能
で
あ
る
。
ハ
註
ー
.、
農
奴
を
解
放
し
、
之
に
其
の
®
作 

二
方
賠
償
金
納
入
に
對
：3
で
農
民
.の
連
帶
責
任
を
硫
保
::
:

地
を
分
與
す
る
ミ
い
ふ
樣
な
革
命
的
戀
革
は
、
決
し
て 

す
る
ミ
共
に
、
他
方
農
民
の
經
濟
的
地
位
の
急
激
に
變
'
少
數
の
官
僚
主
義
者
の
秘
密
會
議
で
解
決
し
得
ら
る
可 

.

SI
す
る
事
を
防
退
せ
ん
S
す
る
に
あ
つ
た
し
-'
此
結
果
農
き
も
の
で
な
い
か

.ら
、
先
づ
憲
法
を
®
定
し
人
民
の
眞
；
 

笫4-

八

卷

(

一
ヨ
一
ー
し
#

0

農
蚁
赋
敗
後
の
發
监
黎
述
励
_ 

第
九
紙 

一
'一一一



,
第

十

八

港
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H

M

l

v
雜
，

錄

，.

(

の
代
表
者
ょ
り
成
る
.國
民
_
廣
を
克
ち
得
る
：の
が
急
務 

で
ぁ
る
o
此
の
主
張
は
又
.

1

切
の
®
避
の
禍
根
で
ぁ
る
- 

パ
所
の
翦
望
義
を
倒
壤
し
、
露
颳
蓝
を
'ー
0
立
憲
典
和 

國
に
.

——

典

れ

はpestelo

註
一D

 
.の
主
張
せ
る
如
き
中 

央
集
權
主
義
的
の
も
0:
で
は
な
く
て
，
聯
邦
主
義
的
鈕

織
に
依
つ
て
形
成
せ
ら
れ
る

所
の
-

-
改
造
す
可
し
マj

の
要
求
を
隨
.
伴
す
る
。
而
し
て
此
の
目
的
を
達
成
せ
ん 

が
爲
め
に
は
先
づ
個
々
：の
革
命
主
_

的
結
)1
1

:
を
一
の
有 

■

力
な
る
«

派
に
結
合
し
、
個

々
の
地
S

反
a

を
：：

一
へ
：

の
：：

:

組
織
的
革
命
運
動
•に
合
體
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で 

あ
る
ビ
0 

.

s

1

凡
そ
祺
Il
i
l
J虫
碗
の
.打
破
^

宫
ふ
政
賴
的o

s

的 
'
'
傻
斑
問 

姐
の
0

f

言
ふ
經
濟
遛
來
と
は
、
線
西
驵
の
社
會
連
勋
4»
通
じ 

.

t
5l
c

0

兩
愉
の
如
き
關
係
か
里
示
し
‘
_て
_與
る
。
農
民
の
間
組
|1

此
國 

で
1 1

人
坞
.の

0

0

^
In
i

葸
義
で
ぁ
つ
?:

か
ら
で
ゎ
る
0

然
る
U

此
の 

■
問
姐
を
解
^

す
る
路
め
の
必
须
.の
.先
決
'|

11
]

诞
は
.叙
上
の
政
治
的
；2
1的 

か
贳
敝
す
る
讲
で
ゎ
るw

の
信
念
が
饀
勢
で
ゎ
つ
れ
。
他
國
に
比
紐 

.
fl
き

E

li
i
l
J生
義
的
猢
裁
政
消
.の

腿

迫

が

社

會

の

総

ゆ

，る
方
而
に
痛
感 

ぜ
ら
れ
て
思
た
。
此

'©

祺
は
猫
西
亜
の
就
贫
述
動
I:
於
て
其
の
ほ
治

第
九
號
.

1

三
ニ

:

的
色
彩
が
極
め
て
濃
¥

で
ゎ
つ
?;

取
の
.最
大
0

原

因
で
あ
'る
ミ
考
へ 

.

ら
れ
る
。
併
し
、
結
局
’

社
會
改
苹
の
前
極
の
雛
關
泛
勿
論
、
依 

.

然
i

し

て
農
民
間
題
.解

決

如

何

に

駿

_
ナ

る

も

の

で

あ

る

。

(

註
ニ)

 

w
e
s
t
e
l

は
1

八
！.1
5:
'

平
の
十
ニ
月
黨
鼓(

0

§

1
^

5

叛
飢 

.

の
酋
魁
で
め
.ろ
。
彼
は
中
央
集
柳
的
行
政
機
關
4>
洧
す
る
共
和
主
義 

的
政
治
形
態
か
要
來

し
、
斯
の
如
音
行
政
機
關
は
3£

人
の
规
政
货
i 

り
成
るw

い
ふ
#

な
琪
4*

述
べ
て
屈
る
。
#

細
の
記
述
は
玆
で
u

t 

略
す
5

0

十

I

:

政
治
的
社
會
的
要
求
を
'宣
言
書
の
中
に
明
示
し
、
社
，

會
改
造
$
革
命
の
必
要
を
力
説
し
、
寧
制
政
府
に
對
す

る
反
抗
を
促
し
た
最
初
.の
.も
の
は
" 

一
A
六
一
年
セ
ン

ト•

ベ
ク
ル
ス
ブ
ル
ダ
に
於
て
秘
密
出
版
せ
ら
れ
た
る
、

.
而
し
て
其
の
所
論
の
內
容
に
依
り
て
疑
ひ

も

な

：く
チ

4
ル
一
一
シ
ェ
ブ

ス
.キ
ィ
の
關
與
の
揣
*
さ
る
\
所
の
革
%

主

籤

雜

誌

「
大

露

西

亜

」
V
e
K
k
o
r
u
s

-o
で

*

つ

た

。
：
.

此
雜
誌
は
同
年
七
月
に
第j

號
、
A
月
、
九
月
.‘、
に
各

々
第
二
號
"
第
三
號
が
刊
行
さ
れ
、
全
卷
を
通
じ
て一 

の
.綱
領
を

..*
:成
す

る

も

の

芩

考
.' へ
：ち

れ

る

'.
0
.

農
奴
解
放
後
の
露
砥
蓝
酞

#
11
»

•，
第

一

號
は
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。
農

民

は

彼

等

の

い

て「

火
露
西
萠」

執
行
委
員
會
の
：報
齿
が
第
二
號
に
'揭 

廣
膽
を
加
进
す
る
樣
な
改
革
に
不
滿
で
あ
る
ノ
濃
民
の
载

3
れ
た
。
此
報
吿
中
に
は
豇
に
、.
人
々
が
如
何
な
る
；
 

反
亂
は
動
.炉
す
可
ら
ざ
る
：其
の
證
左
で
あ
：る
。
然

る

に

，社
會
改
革
を
必
要
な
り
ビ
信
じ
て
居
6
か
、
又
波
«
や 

政
府
ば
露
西
亜
の
現
狀
を
理
'解
し
、
此
の
國
を
新
し
き
—'
小
露
西
瓶
に
對
し
て
如
何
な
る
政
策
を
希
望 

少

ガ

チ

f
フ
咏
代
か
ら
免
れ
し
む
を
.爲
め
に
は
無
能
：で

—
:か
の
問
題
が
含
ま
れ
.て
@
れ
。
此
報
1¥
に
遵
へ
ば
一
般 

卜
あ
る
か
ら
、
知
識
階
級
は
進
ん
で
農
民
を
其
0
©-
怖
す

'
;社
#
の
要
求
す
る
所
は
次
の
諸
黏
を
包
攝
す
る
憲
法
の 

'可
き
境
通
か
ら
解
放
す
る
爲
め
0
改
革
運
動
に
着
手
し
制
定

'で
あ
^
。
s

1
〕

A
民
代
表
者
に
依
る
豫
»
案
の
禀 

な
け
れ
ぼ
な
ら
な
.

S

の

で

あ

る

：
。

::
'
而

し

て

斯

の

如

&
改

決

、
間
員
の
責
任
，一
陪
審
裁
剡
制
度
、
信
仰
及
び
印
刷 

軍
運
動
の
綱
領
は
社
會
/ー
 

般
の
.要
等
に
合
致
す
可
き
b

d
の
自
由
、
地
方
圓
體
其
他
典
同
幽
體
の
：酔
治
權
等
、
斯 

.の

.で
あ
ち
か
故
に
.、「

大
.露
西
5&」

は
此
羅
に
關
す
る
社
，

の
如
き
憲
法
は
崖
帝
に
依
，つ
て
附
»
せ
ら
る
可
き
.で
は 

;#
め
表
明
を
俟
つ
.も
の
で
あ
る
ビ
し
，
次

の

ニ

阱

の

答

.な
く
て
、
自
由
に
選
擧
.さ
れ
自
曲
に
討
_
す
る
所
の
人 

辯
を
要
求
し
た
.。
.

(
r
)
：

全
民
の
：希
望
す
：る
所
の
新
社
會
一
民
代
表
議
會
に
依
つ
て
制
定
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
"
ar 

秧
燦
は
、
獅

裁

主

義

の

廢

棄

立

®
的

制

度

の

實

施

ぞ

:i
く
て
結
鹿
、
立
憲
主
義
に
戡
く
_
段
議
#
が
耍
求
さ
れ
’

」 

に
$
か
：ざ
る
可
ら
ざ
る
や
否
や
:0(

ニ
；

)

現
茌
の
統
治
潘
る
。
父
政
府
官
班
は
其
の
行
政
に

.當
つ
て
、
社
會
全
般 

が
隔
意
な
く
斷
乎
ど
し
て
獨
裁
主
義
を
放
挪
し
#
るビの選出に繫る委員

#
に
服
す
可
&
も

の

W

せ
ら
れ 

考H

る
♦
否
や
。
 

：

.
た
。
而
し
て
農
民
間
題
.に
關
し
：て
は
、
農
民
に
彼
等
が
：

■
右
一
一
問
題
に
對
す
る
，1

般
社
會
の
代
表
的
見
解
に
就
農
奴
制
廢
北
以
前「

に

耕

作

せ
る

土
地
の
'全
部
を
分
與
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十

八

怨

2

三

一

四

)

雜

：，.：
錄

.

.

.
農

奴

解

放

後

の

蹲

西

担

社

會

雜

動

：

し
、
解
放
の
費
用
は
國
家
が
之
.を
負
擔
す
可
き
も
のVJ: 

せ
ち
.れ
た
， 

.

：.

「

火
露
西
亜」

第
三
*
即
ち
終
刊
號：

は
第
二
‘號
所
論
の
"；
 

要』

日
を
繼
承
し
、
M
に
進
ん
で
：：
マ
ノ
フ
王
朝
^
改
革 

.の
問
題
を
論
じ
、
歷
山
ニ
世
に
對
す
る
請
願
書
を
®
定
. 

し
れ
o 
0

一
 

の
問
題
に
關
し
て
は
幾
多
の
異
論
が
存
し 

た
け
れ
：ざ
も
、
此
等
を
綜
合
し
で
到
達
し
た
る
結
論
は
、

:
¥ ?
3 :
朝

は

明

に

立

憲

主

義

的

甚

礎

に

依

1 <
す

る

如

何

な

 

る

政

治

形

態

》

も

決

し

て

妥

協

し

得

ざ

る

も

の

で

あ

る

 

心

言

.ふ

に

あ

つ

た

。

併

し

さ

に

對

す

る

に

暴

力

手

段

を

 

以

て

せ

ん

ど

す

る

の

企

畫

は

忌

；避

せ

ら

れ

、

'
請

願

の

方

 

法

が

擇

ば

れ

た

。

日

く

、

事

態

は

些

&

の

逡

巡

を

も

許

 

さ

な

い

>
;
人

民

の

爆

發

的

叛

亂

の

風

は

次

第

に

逼

迨

し

 

つ

、

あ

る

、

而

も

此

の

嵐

を

妨

遍

す

る

*

は

不

可

能

で

 

あ

る

か

ら

現

下

の

® :
務

は

之

を

人

®

k

有

利

な

る

方

向

 

へ

轉

換

ホ

る

ど

い

：
ふ

事

で

為

る

ビ

。

，
-

故

に

請

願

#

の

內

 

容

は

'

®

^
'简

明

で

あ

つ

た
。

そ

は

農

民

狀

態

の

孜

革

に

第

九

號

.

1

三

四

對
す
る
傭
潔
な
る
批
評
を
以
て
始
ま
ダ
V 
•農
民
は
改
革 

:か
ら
生
じ
た
一
切
の
苛
重
な
る
負
檐
がj

八

六

三

年 

(

解
放
.令
實
施
の
年)

に
消
滅
す
可
き
亊
を
希
璧
し
て
居 

る

^
い
ふ
事
、
農
民
の
叛
亂
が
今
日
阻
业
さ
れ
て
居
る 

;

の
は
此
期
待
が
#
す
る
か
ら
で
あ
る
€
い
ふ
事
を
：指
摘 

し
、
若
し
も
其
時
迄
に
國
象
組
織
の
根
本
的
改
革
が
遂
. 

行
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
革
命
的
擬
亂
0
勃
發
は
不
可
避
で 

あ
る
S
嘗
带
し
た
。
請
願
書
は
更
に
指
示
し
て
日
く
，

;

露
两
亜
，の
¥
制
主
義
は
實
際
上
皇
帝
に
.何
等
絕
大
な
る 

::權

力

を

與
へ
て
は
居
な
，い
。
常
僚
虫
義
的
形
式
主
義
. 

や
彼
等
の
不
斷
の
譎
詐
陰
謀
は
彼
の
獨
裁
的
權
カ
ょ
り 

も
强
固
で
め
.る
。
此
事
は
.座
帝
自
#
の
確
認
し
得
る
所
. 

た
る
の
み
な
ら
す
、
座
帝
.は
周
圍
の
意
，志
に
讓
步
す
る 

事
を
强
要
さ
れ
"
公
然
行
は
：る

.

>所
の
官
班
の
收
贿
や 

國
庫
金
の
橫
領
を
す
ら
默
過
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
• 

るV
。

斯
く
て
請
願
#

は
次
の
要
求
を
以
て
終
つ
て
居 

る
。
歷
山1

:
1
®

は
與
ら
く
餘
&
盥
國
民
の
代
表
者
を
憲
，

:

法
僩
班
の
''爲
め
首
都
に
召
集
し
、」

波
蘭
0
國

民

の

代

表

.
： 

者
は

之

をW
a
r
s
a
w

に
召
集
す
可
し
、
各
民
族
の
述
命 

は
彼
等
自
ら
の
欲
求
に
適
應
し
て
^
^
せ
ら
る
可
き
も 

の

で

あ
.^
^

。
 

:

要
之

"
全
卷
を
通
じ
て
贶
は
.る
.、
所
は
立
憲
主
義
に 

蓮
く
地
方
分
權
的
民
主
々
義
共
和
阈
の
述
設
に
對
す
る 

要
求
で
あ
.，る
。
加
ふ
る
に
そ
は
此
國
に
於
け
る
社
會
革 

命
の
必
要
^
不
可
避
を
信
じ
、
社
畲
全
般
が
漸
次
其
目 

的
に
向
つ
て
準
備
す
る
に
至
る
可
き
«
を
慫
慂
し
た
も
；
 

の
：ヒ
考
へ
ら
れ
る( 「

大
露
西
亜」

は
®
密
鲒
社「

土
地
t 

自
由
黨(

N
e
m
m
a

 i 

volja 〕
0

搖
藍

S
看
做
さ
れ
る
。後 

者
は
右
の
雜
誌
に
豫
示
せ
ら
れ
だ
る
行
動
を
實
行
せ
る 

も
の
で
あ
つ
た 

o 

(wulczvcki, 

Geschichte. Bd. 

L

 SS.

323.331:

參
照)

.

:
-八

六

ー

年

六

月

「

太

露

西1{
]
1

」

第

1
.號
ビ
略
々
時
を
；
 

向
じ
ふ
し
て
流
布
さ
れ
た
る「

靑
年
に
與
ふ」

题
す
る
へ 

宣

雷

書

ぺ

酣

ー

一

)

も
亦
等
し
：ぐ
：農
奴
解
放
令
の
一
不
當
な
る

條
件
に
反
抗
し
、
徹
底
的
改
革
の
必
要
を
ヵ
說
し
て
居 

る
。
へ
其
の
論
調
は
前
者
の
其
れ
に
比
し
て
甚
だ
精
銳
で 

あ
っ
た
。
そ
は
潜
越
せ
る
：軍
命
的
文
字
を
列
ね
て
農
奴 

解
放
案
の
欺
瞞
を
指
彈
し
噴
ち
に
^
命
的
叛
II
に
出
づ 

可
し
^
警
带
し
た
パ
吏
に
此
宣
言
書
は
チ
チ
ダ
ニ
シ
ェ
ブ 

」

ス
キ
ィ
等
の
學
說
を
遵
奉
し
て
此
國
に
.特
殊
な
る
社
會 

的
進
步
を
確
認
し
、
將
來
の
社
會
的
發
達
の
徑
路
を
公 

然
綱
領
の
形
に
於
て
指
示
せ
る
も
0

^
し
て
重
視
せ
ら 

れ
る
。
即
ち
言
ふ
、
需
西
Is
i
は
西
歐
諸
先
進
國
の
發
達
階 

梯
を
飛
躍
し
て
直
ち
に
最
高
0
社
會
組
織
形
態
を
實
現 

す
る
事
が
出
來
る
。，
如
何
ミ
な
れ
ば
々
土
地
共
有
制
度
. 

は
自
ら
革
命
的
性
質
を
其
內
部
に
包
含
す
る

.

も
の
で
あ 

っ
.て
？
此
制
度
に
依
っ
て
露
西
亜
は
.民
衆
の
無
產
’階
級 

，化
を
囘
避
し
得
可
く
、
同
時
に
極
端
な
る
資
本
主
義
弊 

害
を
免
れ
得
る
か
ら
で
.あ
る
。「

露
西
l®
の
注
活
は
歐
羅 

巴
で
は
金
然
不
可
知
の
原
則
で
«
か
れ
て
居
る」

此
a 

出
に
依
つ
て
此
國
は
西
歐
諸
國
に
逍
蹤
す
る
事
な
く
、

竿

八

海

(
1

三

1

.五)

.

..

.雜
錄
農
奴
解
放
後
の
露
西
蓝
社
會
述
動

第
九
號

一
三
五
.



，

八

卷.
(
1
3
1

六)

雜

，
錄

珠

奴

解

放

.
後

の

懿

西

諼

塞

動

 

棋

九

姚

一

S
ら
く
は
S

K
つ
て
歐
雛
2
1の
社
會
生
活
に
一
の
新
し 

,
.さ
動
搖
を
聯
し
得
る
で
あ
ら
J

6
懿
顧
蓝
に
於
け
る
社 

會
的
發
達
程
度
の
.：遅
緩
に
藉
口
し
て
革
命
的
變
革
の」

機 

が
求
だ
此
國
.に
.熟
せ
ず
ど
な
す
の
一
主
ー
張
は
虛
妄
で
あ 

る
？
此
發
達
の
遲
緩
が
即
ち
：特
殊
0
進
化
を
遂
行
せ
し 

ぃ
む
6:
所
以
.で
お
&

1此
0
中
に
我
々
の
救
®
の
途
が
檄 

^
:ヴ
：て
居
る
の
で
あ
る」

で
。
此
實
言
»
も
亦
時
代
0
藤 

求
に
.從
つ
；て
_
法
の
制
宽
に
言
及
し
た
。
而
し
て
#
落 

'典
同
！§'の
自
由
聯
合
組
織
ょ
6
.成
る
社
會
形
藤
の
實
現 

を
遙
蕻
し
て
居
る
。{M

a
s
a
r
y
v
t

tre 

s
u
r
i
t

&R
u
s

轧a. 
V
d
.

 

IL
、
pp. 

84-85. 

Kulczycki, 

a. 

a. 

o. SS. 

337- 

贫

o
.
h

參

照)
「
V: 

\ 

:

:

'

^

又
^
に」

1
八
六
ニ
年
五
月
、
-モ
ス
コ
ク
.-
ビ
-セ
ン
ト
。
ベ 

テ
ル
ス
犬
ル
ダ
に
於
て「

若
き
露
商
ぬ」

(

碧

？

云
ふ 

宣
賞
書
が
發
せ
ら
れ
て
.居
る
o
其
の
所
論
概
ね
前
記
の 

:11 輝

の

：
官

言

書

の

內

容

に

同

巧

異

曲

：
で

*'
,

聯

邦
 

ぺ
.主
a
的
共
和
國
の
遠
成
を
目
的
ビ
し
，
國
民
議
會
#
:に

:

地
方
議
會
の
設
立
、
裁
判
官
の
：人
民
に
ょ
る
選
擧
任
命
、
 

公
诳
な
る
課
稅
等
を
主
張
し
て
居
る
。
然
る
に
其
0
,職 

會
的
改
革
の
見
解
は
前
'

1
1

者
の
其
れ
.に 

一
■歩
を
進
め
現 

マ
社
會
龃
織
を
根
本
か
ら
覆
.滅
し
で
之
を
社
會
主
義
的
訐 

.畫
の
-上
.に
苒
建
せ
ん
ビ
す
る
0
意
：圖
：を
明
示
し
た
。
這 

筒
の
諸
3
を
左
^-
摘
記
せ
ば
.ヽ
'

(

1
>
私
有
財
產
制
度
め 

;

徹
廢
、
土
地
は
村
落
共
產
團
體
ょ
つ
セ
各
團
體
員
の
間 

に
分
割
ざ
れ
、
各
，人
の
自
曲
裁
羹
：に
委
ね
ら
る 

>
も
、 

其
の
用
益
期
間
は
ー
定
0

¥

に̂
_

^
さ
れ
、
此
_

_
 

の
經
過
後
は
里
に
新
し
き
分
配
が
行
は
れ
气
何
人
S 

雖
も
必
ず
斯
の
如
&
共
同
體
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
S 

な
い
。
;伹
し
彼
の
居
所
を
共
同
體
の
地
：域
外
に
定
め
、 

文
自
由
撰
擇
に
ょ
る
職
業
に
從
»
す
る
の
自
由
は
許
容 

さ
：れ
る
。
唯
彼
は
其
の
歸
屬
す
る
典
同
體
：に
依
つ
て
決 

足
せ
ら
れ
た
る
課
桃
は
之
.を
鈉
附
す
る
の
義
務
を
負
擔 

す
る
。(

1

D
I1
:
會
的
エ
揚
並
に
社
會
的
店
®

の
施
設 

C 
ニ
^
社
會
に
依
.る
兒
童
の
_
胃
0
四〕

老
人
、
廢
疾
者
の
.

保
■
的
施
說
.

C

五)

婦
人
の
完
全
な
る
：解
放
.

(

六〕

結
婚
制
：

の
最
高
位
に
置
き
、
池
.生
貴
族
等
が
®
ら
現
在
の
私
有 

度
並
に
家
：族
.制
度
の
撤
廢(

七〕

僧
院
の
廢

!1
:
、(

僧

院

は

■財
產
制
擁
護
の
爲
め
に
剛
結
す
る
所
の
一
階
級
で
あ
る 

劃
惰w

不
德
の
巢
窟
で
あ「

る)

。(

八)

軍
人
.の
增
給
"
其

:ヒ
。
：斯
の
如
き
見
地
か
ら
宣
«
書
の
論
鋒
は
結
局
#
制

I 

の
勸
務
年
限
の
縮
少
"
常
備
^
は
出
來
る
だ
け
廢
北』

主
義
的
獨
裁
政
治
の
上
に
轉
向
せ
ら
れ
た
：。
日
く「

我

々

：
：::
.
! 

國
民
兵
を
，以
て
之
に
代
ふ
る
事
：、
等
で
あ
を
。
而
し
て
、

一
は
自
ら
の
力
ミ
民
衆
の
同
情
を
確
信
す
る
'0
又
社
會
主 

現
在
の
畏
怖
す
可
き
社
#
狀
態
か
ら
免
れ
得
る
®

I

の
義
を
實
現
す
可
き
最
初
の
國
ぞ
し
て
の
運
命
を
荷
負
ふ 

.道
は
徹
底
的
な
暴
ヵ
的
革
命
手
段
の
行
使
で
あ
る
タ
宣
.：

露
西
亞
の
光
榮
あ
る
求
來
を
深
く
確
信
す
る
"
故
に
此 

倉

書

は

-:
の
階
級
_
爭
說
を
そ
の
思
想
の
根
據
^
し
次
,
：
!'
碑
信
に
鼓
舞
せ
ら
仆
て「

汝
の
武
器
を
把
搌
せ
ょ」

ビ
の 

の
如
：<
:述
べ
て
居
る
。
私
_
財
產
制
を
基
礎
€
す
る
0 

.

:進
軍
の
曲
を
奏
で
る
。
s
々
L
。
而
し
て
宣
言
書
は
ぼ
輝 

存

)1
|
:會
組
織
の
.下
に
あ
づ
^
は
有
產
者
及
び
無
產
考
の
，
皇
帝
鐵
か
ら
の
峻
酸
な
る
迫
#
を
豫
'»
し
、
之
に
報
ゆ
'

ニ
隙
»
が
並
稆
し
不
斷
の
確
執
鬪
敏
を
續
け
て
居
る
;0
る
に
容
赦
な
き
威
嚇
主
義(

H
e
r
r
o
r
i
s
m
)

を

以

て

し

彼

;:
:

此
15
?
]爭
は
：今
日
の
經
濟
的
秧
序
の
存
す
.る
限
り
、
.即
ち1

:

等
を
勦
珍
す
る
迄
決
し
て
矛
を
收
む
可
ら
ず
S
書
い 

少
數
：

S

資
本
家
階
級
が
人
民
®
多
數
の
蓮
命
を
支
配
し
：
た
0

之
を
腮
迪
じ
、
彼
等
の
流
動
能
力
を
踩
麵
す
る
限
b
媳

.

.
此
宣
言
書
に
於
け
る
社
會
主
義
的
.計
畫

及

至

階

級

闘

-■
;
!,: 

む
こ
せ
が
な
い
'0
露
西
胆
に
於
て
此
闘
淨
は
必
然
的
に
爭
說
は
素
ょ
ヶ
龃
笨
杜
撰
な
る
も
の
て
あ

.つ
て
、
且

-? 

人
を
ニ
餾
の
陣
罃
に
«
立
せ
し
む
る
。
；1
は
皇
帝
黨
で
' 

典
の
政
治
上
の
見
解
に
於
て
毛
幾
多
の
矛
盾
揃
養
が
あ
：

カ
^
他
は
無
產
者
革
命
鐵
で
あ
る
。
前
苕
は
皇
帝
を
其
つ
れ
？

 H
e
r
l
k

彼
に
：對
ず
る
宣
言
書
の
批
評
に
答

第
十
八
^

(

1

1
七)

.

雜

錄

農
奴
解
放
後
の
露
西
®:
社
會
述
励 

第
九

碑

-
S



第

十

八

怨

(
J*

三
一
八〕

.

雜

錄

:;:
:
へ 

> 

:
之
を
冷
谣
し
て
、
|其
.內
容
ば
非
露
西
逝
的
に
し
て 

西
歐
M
想
の
一
，
反

響

2

過
ぎ
な
い
、
之
は
JH
に 

Gracchus, 

B
a
b
s
f
,
F
e
u
e
r
b
a
c
!
l

等
の
雜
然
々
る
混
# 

で
あ
名
ぞ
_
評
し
、
^

_
2.
1
1
.
:
も
亦
此
書
の
起
萆
者
が
：
 

現
狀
を
理
解
せ

ず
、確
た
る
因
的
5:
有
せ
ず
、
且

9
革
故
. 

的
訓
練
を
缺
い
て
居
る
^
.い
.ふ

:®
を
指
摘
し
たo

:

け
れ 

A
j

も
そ
の
當
時
.の
急

進

的

分

子

が

如

何

に

：
穩

和

な

る

自 

,
&主
_
的
主
張
に
.慊
ら
す
し
て
、

次
第
に
、社
會
組
織
の 

.根
本
的
變
革
を
目
的
せ
す
る
社
會
主
義
见
想
を
抱
激
す 

る
に
至
り
つ
、
あ
つ
た
か
を
殳
證
ず
る
好
個
の
斷
rr
で 

•あ
る
;°
就
中
ぞ
れ
が
非
露
西
逝
的
な
.り
せ
の
非
雛
の
如 

偏
見
に
‘過
ぎ
て
到
底
其
の
：眞
相
を
穿
て
る
の
批
評 

で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
，(Masaryk. ;

o
p

:rdt> 

pp.

^
 

M

l
 

^

O

N

^

O

^

-

 

F

'
 

w

.
 

o

-

s

•)

.
：
.
，
一

八

六

 
一
¥
か
ら
翌
牟

|:
亙
つ
て
毖
法
の
削
宛
及
ぴ
盹

 ̂

請
會
の
谷
集
に
對
す
る
耍
求
の
#
が
全
社

#
階
級
の
間

|:
.高
め
ら

"1 

た
。
‘典
の
糊
蹁
な
芯
ー
例
か
示
ぜ
ぱ

’

-八
六
ゴ
年
初
賊
-
ミ

地
 

方

0
貴
族
が
政
抬
上
'の
徹
底
的
改
取
.に
.對
す
る
，̂

:̂
な_*0

決
^
^
起

農
奴
解
放
後
の
歸
西
蓝
社
舍
述
励

第
九
號

5

八

草
し
、
彼
等
自
身
の
階
級
的

#
權
か
池
.ん
で
放
_
す
可
咅
祺
か
巾
出

て
f

。
而
し
て
斯9

营

擊

鏡

政

府

S

行
し
f

所
で
な 

いW

し
て
次Q

如
く
結
f

れ
。「

宏

改

聚

■

す
る
に
f

自 

凼
如
度
4>
得
ん
が
た
め
の
：唯
一
の
方
法
は
、階
級
的
相
通
を
無
-1
し
、

_

全
民
に
依
つ
て
翅
出
せ
ら
れ
た
る
人
！̂
議
食

5

の
み」

.どo(sack; 

一
.
.
...Th

e
.
B
i
r
t
i
l

 

o
f 

R
u
s
s
i
a
n

 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,

 

p
.

女

.
#
K
K

)

| 

cff
i

l

D 

T

靑
年
に
與
ふ」

は

N
i
c
h
o
l
a
s

 

g
e
j
g
u
n
o
v

が
之
^
起
草
し 

:

f
敦
I:
於
て
印
刷
名
れ
、
其

友

入

M
.

 

J. 

§1
^
1
0

く
が
秘
か
1:
木 

國
へ
齋
し
れ
も
の
で
ぁ
る
。
然
るL

i

後
希
が
典
の
热
導
の
嫌
疑
で 

西
比
^
:
.亞♦
へ
流
刖
さ
れ
れ
都
は
賊
述
せ
る
所
で
ぁ
る
0(

本
|§
前
々
戍

:■
屢

)

：

~

 

;
:

ぎ

：

.

.

.

.

(

註
三)

：
宣
雷
讲「

若
>
擗
'西
雎」

は
サ

f

エ
 ̂H

ゥ
ス
キ
ィ
國
の 

S

に
係
る
。
i

體t
i
!:

八
.：ハ
$

l

i

ら
れ
I

生
の
結 

r

取
で
め
つ
て
、
同
六
一
半
以
後
^
命
主
就
中
ジ
ャ
コ
ペ
ン
生
^

 ̂

傘
じ
れ
0 Peter 

s
a
j
t
f

 i
e
w
s
l
d

な
る
#
♦
か
其
凝
ミ
滑
做
さ
れ
て 

席
る
。

：

：

—

:」
V

十
1

厂

ヅ

:
|最
初
の
革
命
主
義
的
黨
派「

土
地
せ
自
fi
J黨

N

I
 

ja i 

v
o
l
j
a
)

は
、J

八
六
ニ
年
セ
ン
ト
，
ぺ
ク
ル
ス
ブ
ル 

ク
に
於
て
組
織
3
れ

た
.0

こ
は
以
上
■各
種
の
宣
言
書
中 

に
耍
求
せ
：ら
れ
た
る
革
命
主
義
：の
宣
傳

I

活
動
の
實
行

K
適
應
せ
し
む
可
き〗

の

:®
密
結
*
で
あ
つ
た
。「

土
地 

の

.
名

稱

は
旣

に

ブ

、
ガ

チ
ヱ
フ
叛
a
の
標
語
で
あ 

つ
た
。
.而
し
て
今
や
革
命
的
社
翁
運
動
の
氣
.運
漸
く
熾 

烈
な
ら
んV 」

す
る
時
に
際
し
、
農
民
に
到
し
て
は
土
地 

を
-;
'
;
即

ぢ

彼

等

が

農

奴

解

放

前

に

耕

作

サ

る

土

地

の

全
 

部
を
附
與
I
、
:;
:社
會
に
對
し
，て
は
^
rFi
l
を
"
即
ち
政
治
：
 

的
社
會
的
改
革
の
爲
め
に
‘
*
づ
*
ff
i
を
制
足
す
可
し
)£ 

い
ふ
、1:

®
社
會
の
1?
求
を
.其
0
內
容
<
し
て
禅
び
採
用 

せ
ら
れ
れ
の
で
あ
る
。「

土
地
セ
自
由」

：黨
は
大
體
に
於
；
 

て
_
誌「

太
露
西
11
5」

の
精
»
匕
其
：要
求
を
俾
承
し
た
- 

仰
ち
綱
領
に
，示
さ
れ
た
る
諸
澌
は
大
要
次
の
如
き
も
の 

で
あ
つ
：た
。
政
治
的
自
曲
の
達
成
、
聯
邦
主
義
的
原
則
に 

準
據
せ
る
社
會
.の
改
造
、
■
；
■土
地
を
農
民
に
附
與
し
其
上
：

:

に
：彼
等
の
權
利
を
確
保
す
る
^
、
斯
の
如
き
改
軍
を
可 

fi
g
な
ら
し
む
る
爲
め
の
固
.民

議

會

の

：
召

集

"
.
.
軍

命

主

義
 

の

宣g

は
*®
に

知

識

階

級0:み
な
ら
す
廣
く
民
衆
の
間
へ 

に
行
ひ
、
彼
等
を
敎
化
し
、
組
織
し
、
而
し
て
實
際
運
動

に
誘
導
す
る
蕻
。「

土
地
ビ
自
由
：

j
黨
に
皮
つ
て
此
運
動
は
、
 

決
し
て
農
民
の
.I

時
的
叛
亂
.で
は
な
く
て
、
尤
に
®
制 

I主
義
政
府
を
相
拮
抗
し
得
る
所
の
、
廣
汎
な
る
組
織
的
. 

大
民
聚
運
動
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。(Kulczy-: 

c
kr*
. 

a. a. 

P
S
. 

3
6
0
0

以
上
の
目
的
に
向
っ
て
執
_行
委
. 

員
會
が
組
織
さ
れ
機
關
誌
や
宣
言
®
が
刊
行
3
れ
た
” 

而
し
て
土
地
ど
0
由
を
獲
得
せ
ん
が
爲
め
の
前
提
條
件 

足
し
て
寐
制
.主
義
的
繫
縳
を
摘
痕
す
^
の
徹
底
的
革
命 

的
闘
爭
の
必
要
な
る
所
以
を
反
擐
カ
說
し
れ
.。
故
に
其 

の
主
眼
e
す
る
®
は
、
殳
：•つ
革
命
的
運
動
に
訴
へ
て
國 

民
議
會
の
，實
現
を
招
致
し
"
然
る
後
に
議
會
手
段
に
ょ 

づ
て
自
®
な
る
®
西
亜
の
新
社
會
狹
序
を
確
立
せ
ん
ビ 

す
る
に
あ
つ
た
。
，

一
八
六
三
年「

土
地
古
自
*」

黨
は
波
蘭
の
叛
亂
に
呼 

應
し
て
直
ち
，に
革
命
の
實
行
を
企
圖
.し
た
^
傅 > 
へ
ら
n 

て
居
る
oそ
れ
k
依
れ
ば
ブ
ガ
チ
ュ
フ

擾
亂
の
地
な
る
ボ 

ル
ガ
地
方
が
革
命
運
動
の
本
據
地
ミ
し
て
選
は
れ
た
。

第
九
號•

一三
九

節

十

八

怨

C 
ニ
ニ

*—
*

$

雜

'し

錄

' 

農
奴
M
放
後
の
龊
西
亜
社
會
連
動
：



饰

十

八

卷(

1

3

5〕

雜

錄

.農

奴

解

.故

後

の

謹

胆

黎

述

跡

 

■

念

7

^

.
la
帝
の
名
を
能
稱
せ
.る
，宣
言
#
が
播
布
3
れ

、

.
其

中

で
 

「

總
ゆ
る
■階
級
の
自

ff
l

を
保
隙
す
る
事
、

島
民
の
±
地
所 

:'
有
權
を
無
償
に
て
許
容
す
可
き
事
、
軍
人
の
英
役
か
ら 

の
解
除
、其
報
價
^
し
て
土
地
を
分
與
す
可
&
事
、
徹
典 

®
度
並
に
人
»
桃
の
廢
止
、
人
民

51
擧
に
ょ
る
宫
斑
.の

. 

ノ
任
.命
等
が
宣
带
S
れ
ft
?
そ
し
て
若
し
も
地
方
宮
斑
が
；

:

此
.宣
言
の
實
施
に
反
杭
す
る
な
ら
ば
民
聚
は
叛
亂
を
惹
一 

' &

す
る
の
*

利
あ
り
$

附
言
さ
れ
/
a

。
：此
‘
の
f f

迸

は

未

j 

然
に
破
れ
多
く
の
煽
動
家
は
死
刑
に
處
せ
&

れ
た
)£
。
 j  

(
H
e
c
k
e
r
,
R
u
s
s
k
n

 

S
o
c
i
o
l
o
g
y
,

 

p
p
.

 37
-3

00
參
照〕

W

し
.

實
上
此
a
派
の
勢
力
は
.左
程
强
大
で；

な
，か
つ
た
..t信
' 

せ
ら
れ
て
居
る
。
波
蘭
叛
亂
の
首
謀
者
等
の
興
三
の
' ® 

慫
に
も
拘
ら
ず
、「

土
地
，

W

自
由」

黨
は
之VJ

相

提

携

しj 

rて
#
命
的
大
運
動
に
着
手
し
:#
可
&
充
分
の
實
ヵ
を
未 

だ
具
へ
な
が
づ
た
も
の
ど
考
へ
ら
れ
る
0
故
に
波
蘭
叛 

係
の
鎭
^
後

此

鐵

派

が

、

，
之

|:
關

與

せ

る

の

罪

過

ヽ

並
 

に
陰
課
の
嫌
疑
に
對
す
る
政
府
の
腿
迫
に
邀
1
す
る
に

及
び
、
遂
に
自
ら
を
支
持
す
る
能
は
ず
、
一
八
六
®
年
、
 

委
M
會
は
一
先
づ
黨
派
を
解
散
し
適
當
の
時
期
に
於
て 

新
し
く
組
織
す
る
の
方
法
を
講
^
可
し
ど
決
議
し
た
。 

斯
く
て
其
の
短
き
存
纘
の
期
間
に
も
拘
ら
ず
露
®gj ..

に 

肖
由

A
牛
等
の
见
想
を
普
及
せ
る
の
效
織
鮮
少
な
ら
ざ 

^
し「

土
地
ヒ
自
由」

黨
は
解
散
し
た
。
.

セ
ン
ト
ノ
ベ
タ
ル

ス
ブ
ル

ダ
に
於
て「

土
地
ど
s
由」 

黨
が
其
の
革
命
主
義
の
宣
傳
.に
從
康
し
つ
ゝ
，ぁ
つ
た

 ̂

.モ
ス

コ
ゥ
に
於
て
は
稍
々
之
れ
？
趣
き
を
異
に
ず
る
.

-
 

「

の
社
會
主
義
的
幽
體
が
存
在
し
た
彼
等
は
現
在
の
政 

，
治

的
病
患
を
指
摘
し
.、
社
會
的
革：

命
、
並
に
國
家
組
織 

の
根
本
的
變
革
の
必
要
を
ヵ
說
し
、
斯
の
如
き
革
命
の
：：
 

豫
件
ど
し
て
地
：主
ど
政
麻
に
對
ず
ろ
農
民
の
叛
亂
を
M
 

動
し
た
"
彼
等
は
總
ゅ
る
筆
呑
の
宣
你
を
通
じ
て
社
會 

主
^

^

&
想
の
普
及
を
|[
つ
^

許
り
で
な
ぐ
、
其
.の
'

fTTT

的
の
爲

め

に
.自
ら

；日
曜
；學
校
の
敎
育
、
自
由
圖
鼗
館
の 

設

立

、、

社

會

主

義

的

結

.社

及〗

び
：

H

場

等

を

計

叢

.し

、
.或

は

之

を

貧

施

し

故。‘

1

八
六
五

'

年
此
圈
體
は

.

明

確

な

る

ラ

コ

ゾ

フ

事

件
‘VJ

自

由

.主

義

者

亡

を

關

聯

ぜ

レ
'̂
代

.

 

ン
ー
結
妣
を
形

成

し

o
r

g
a

n
l

s
a

t
f

s

，

ぞ

蛾

ば

れ

た

ソ

世
上
の
题
說
ビ
、
歷
山

.

ニ
世
の
第
命
に
對
す
る
極
端
な 

(
K

U
I

C
Z

y
d

F

 

a
.

 

a
.

 

O
.

 s. 4
6
4

)t

し
、

O
r

g
a

n
i

s
a

t
i

o
n

ご

る

恐
怖
ビ
を
巧
み
に
利
用
し
、
雜
ゆ
る
殘
酷
な
滕

®

手
.
 

の
內
部
は
：軍
命
手
段
に
關
す
る
見
解
の
相
違
に
依
b
自

：
，
段
を
斷
行
し
た
。
露
西
亜
の
眞
の
支
配
.は
實
に
此
の
兩 

ら
へ
ニ
：個
の
：傾
向
に
分
れ
て
居
代
。：
此
較
的
穩
和
な
る
分
ー
:'『

者
'の
掌
中
に
あ
つ
れ
。'
嘗
て
波
1!
叛
亂
：に
.對
す
る
暴
虐 

手
は
®;
ら
宣
俾
€
擾
亂
の
.手
段
に
訴
へ
て
社
#
主
義
®

な
る
處
斷
に
ょ
つ
て
有
名

w

な
つ
た

M
i

c
h

a
e

l

 

M
u

r
a

< l 

想
の
普
及
を
達
成
せ
ん
ど
す
る
hも
の
：で
あ
；つ

た

.0
:
他

の

e
v

が

1 .

切
の
秘
密
結
社
ミ
其
の
陰
課
を
調
赍
剔
双
す 

分
；子
は
：直
接
行
離
を
主
張
：し
威
嚇
主
義
を
信
#
し
た
。
.■

る
爲
め
の
全
權
を
委
ね
，ら
れ
た
：？
其
の
爲
め
に
彼
が
如 

'一
八
六
’六
年
！E

月
四
日
，：̂
帝
歷
山

1
|世
'を

狙

雜

せ

る

何

に

極

端

^
手
段
を
講
じ
如
何
に
無
辜
の
市
民
を
畏
怖 

K
a
r
a
k
o
z
o
v

は
實
に
此
の
左
戴
の
一
員
で
あ
つ
た
。

.
せ

し

め

た
か
は
想
.像
に
餘
る
も
の
が
あ
つ
た
。
反
#
的 

リ」「

土
地
ミ
自
凼」

黨
の
陰
謀
の
暴
露
名

K
a

r
a

k
o

o
v
0

j

應
制
主
義
は
織
ゆ
る
社
會
的
方
而
を
脅
威
し
た
の
で

^

 

垦
帝
犯
擊
事
仲
の
結
果
も
し
て
政
府
め
嚴
密
な
る
反
動

.

る
。(sack, 

H
r
t
h

 

of 

R
u
s
s
i
s

 

D
e

m
o

c
r

a
c

y
.

 

P. 

300
' 

的
_
締
が
»
行
？
れ
れ
ャ
，多
數
0
.秘
密
結
社
が
骰
見
せ| 

K
r
o
p
o
t
k
f
M
e
m
o
i
r
s
.
'
p
.

 

2
5
4
,

以
下
參
照
}

:

ら
れ
、
：峻
| ©

な
る
_
訊
問
せ
费
烈
な
：る
.處
刑
が
續
い
た
ャ 

ナ

ヨ

：
：

.
：

.

政
府
內
部
の
自
®
注
義
的
傾
向
は
4
掃
せ
ら
れ
七
跖
動
.:.
.
::
::
N
所
に
.過
激 

的
な
保
守
主
義
者
が
1
切

：の
：政

治

を

©

斷

ず

る

ヒ

至

つ

な
る
靡
命
的
反
逆
が
伴
な
は
れ
れP

、
ー
'
八

六

六

年

双
|% 

た

。gu
v
a
l
o
v

及

びT
v
e
p
o
v
©

ニ
大
武
斷
政
治
家
は
力
の
露
西
亜
政
府

-0
反
動
的
滕
迫
政
策
は
知
識
階
級
間
の 

第
十
八
#

(
S
U
T
)

,
雜

錄

農

奴

解

放

後

の

'^
i

社
#
述
動 

笫
九
雜



浓

卞

べ

卷(

一
三
一
三)

.雜

錄

農
奴
解
放
後
の 

敷
烈
な
る
反
抗
の
叫
び
を
永
く
抑
*
す
る
事
は
出
來
な 

か
つ

れ

。

♦
や

Herzen 

®
影
響
ょ
.
脱̂
卻
し
，
而
も( 

-^
越
ぜ
る
指
鐵
者
$

0
^<
|

1

を̂
失
へ
る
露
瓯
15
11
:
一
 

.會
運
動
の
鬪
士
等
は
傲
火
な
る
革
命
家
ミ
.-:H

ル
。
バ 

ク
:!
>
.ご，

(Mihail 

B
a
k
u
s.
p)

の
傘
.下
に
'糾
合
し
.、
専
制
..：
 

政
府
を
倒
壊
す
可
し
.ど
の
基
命
運
動
は
、『

一

切
の
國
家.：： 

.
,を
否
3:
ず
る
所
の
無
政
府
主
義
斌
想
の
影
響
の
卞
に
、

； 

愈

々

其

,0
白
_
を
加
ふ
冬
に
至
つ
だ
も
の
で
あ
る
。

之
ょ
b
先
"
西
歐
に
C
命
中
の

パ
ク
ゥ
-
ン
は
一
八 

六
三
年
の
.波
蘭
叛
亂
に
參
加
す
る
0
:意
圖
を
有
し
、
機

'
;

.

を
#
て
故
國
{•
:
潜
入
せ
ん
.、；0
:せ
る
も
叛
«1
:
の
鎭
足
«:
反 

動
的
勝
利
に
遭
遇
し
て
目
的
を
達
せ
ず
、
»:
敦
を
經
て
、 

，同
六
四
年
再
び
伊
太
利
に
歸
還
し
た
。
：，爾
來
久
し
ぐ
此
ン
ー 

阈
に
滯
留

し
、其
處
で
彼
は
供
.太
利
に
於
け
る
.最
初
0
:'
:
ー 

«:
會
主
義
副
體
た
る
社
會
主
義
革
命
家
同
盟
を
創
設
し 

た

此

の

同

盟

は\

ク
ク」

1

ン
自
身
に
.
る̂
でJ

「

マ
デ 

チ
の
宗
敎
的
及
び
政
治
的
の
獨
斷
論
.に

反
對
し

て

社

會

^
四
盟
社
會
連
動 

第

九

汝

1

四n

 

主
義
を
主
張
す
る
.た
め
に
創
ら
れ
た
も
の
で
、
其
?)
.0 

I
領
の
中
に
、
無
神
論60 、

一

切
の
權
威
や
權
力
の
完
金 

.

な
否
定W

、

法
律
上
の
權
刺
の
廢
北
ミ
、
個
人
を
自
_ 

A
V
J
Lて
見
な
い
で
國
家
の
公
民
ビ
し
て
考
へ
る
鄭
の 

\

否
宠
ぞ
、
集
產
制
ど
を
主
張
し
た
。
同
盟
は
又
、
勞
働
が 

I

社
會
組
織
の
基
礎
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
ヒ
タ
社
會 

I

組
*
は
下
か
ら
上
に
及
ん
で
行
く 

0
凼
な
聯
合
で
な
げ 

れ
ば
な
ら
な
い
事
を
宣
言
し
た
。」

(

大
杉
榮
氏
著
.「V

 

ク
ク
一一

シ
の
生
涯」

七
八
頁)

此
の
期
間
中
に
パ
ク
ウ
二 

.

.ン
の
無
政
府
主
義
思
想
は
確
立
し
、ffierzs

の
影
響
の 

ー：
.下
に
得
た
る
ス
ラ
、ゥ
主
義
的
農
民
過
重
の
信
仰
を
一
挪 

一

r
し
て
'
"彼
は
純
然
た
る
集
罾
±
義
的
無
政
府
主
義
者
ビ 

一"な
っ
介
の
で
あ
る
。
彼
の
望
む
所
は
各
個
人
が
共
同
體 

:<
7
)
.
户
に
聯
合
し
：て
生
產
®
體
を
，形
成
す
る
^
い
ふ
事
で 

’，.ぁ
っ
た
。
斯
の
如
き
共
同
體
は
地
方
的
聯
合
組
織
に
綜

合

さ

れ

、

觅

に

ょ

り

大

な

る

鲂

域

的

幽

體

へ

皮

鱗

大

せ

：
 

し

め

^>

れ

ね

ば

な

qら

^

い
。
觀

ぢ

共
同
體
&

:ら

.州

に

，
州

.

.

か
ら
國
民
に
、
li
l
'
Kか
ら
全
歐
羅
巴
に
せ1

K

ふ
樣
に
、
 

自
由
聯
合
の
方
法
に
ま
つ
て
組
_
さ
：れ
だ
自
由
な
統
：1: 

的
社
會
を
發
達
せ
し
め
ね
ば
甘
ら
な
い
：1
1日
ふ
に
ぁ
つ
| 

た
。
彼
は
現
社
會
秩
序
の
完
全
：な
：る
靈
を
必
要
な
ら 

-
信
じ
"
其
廢
跡
の
上
^
薪
し
き
社
會
龃
織
が
形
成
せf 

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
いw

®

じ
^
。：

へ
？

.：ク
ニ
ン
に
指
導
さ
る
：、
露
西
迪
の
革
命
主
義
者 

等
は
瑞
西
に
於
て
一
の
團
體
を
_

_
じ
^
。
而
し
て
一 

:八

六

八

.
年

屮

一

月

機

關

雜«
人
民

0
問

題」(

"
窆

3

 ̂

n
o
e

 §
0

J
が

發

刊

され
、
其
の
第
ニ
號
に
パ
ク
ゥ
ニ 

シ
自
ら
其
の
起
萆
に
參
與
し
だ
名
綱
領
が
揭
載
さ
へ
れ
：
 

た
。
.此
綱
領
に
於
て
は
.社
會
的
政
治
的
自
由
の
遊
礎W

 

\ 

し
て
精
神
の
解
放
が
宣
言
さ
れ
た
。
：神
及
び
靈
魂
不
滅
：一
 

の「

信
仰
、總
ゅ
る
理
想
的
主
義
.の
：信
仰
が
拒
否
せ
ら
れ
、
.. 

無
神
論
及
び
唯
物
主
義
の
，普
及
が
_
乎
れ
る
黨
是
t
 

て
擧
げ
ら
れ
た
。
宗
敎
は
奴
隸
を
生
み
、
活
動
力
を
萎 

縮
せ
し
め
、
自

然

權

.̂
眞
實

0
幸
繭
の
«
現
を
阻
业
す

第
十

八

卷(
m

ニ
三〕

雜

錄

る
も
の
な

-

 ̂

C

觀
讼
ら
れ
た
ゾ
猶
領
は
又
、
人
民

0 :

鱭 

濟
的
條
件
は
社
會
生
活
の「

基
石」
で
あ
つ
て
、
此
の
經 

»

的
條
件
が「

政
治
的
存
在
を
說
明
す
る」

も
の
で
あ
る 

と
指
摘
し
て
居
る
。
本
來
國
家
の
®
礎
を
な
す
も
の
は 

|

掠
取
、：
相
續
權
、
家
長
權
、
'並
び
に
此
等
總
て
の
原
則 

:

の
宗
敎
的
神
现
化
で
あ

.

る
。
_

の

如

き

國

家

の

存

在

す 

る
必
然
的
結
果
は
.、
多
数
勞
働
者
階
級
の
隸
屬
ヒ
少
數 

搾
取
者
階
級
の
支
配
で
あ
る
。
從
つ
て
此
等
一
切
の
特 

j

へ
權
を
廢
北
せ
ん
が
爲
め

に

必
要
な
る
事
は
、
財
產
相

a

 

の
廢
业
、
婦
人
の
平
等
權

c

從
つ
て
家
長
權
並
に
結
婚
制 

ff
i

の
廢
止
.

)

：、
及
び
成
年
に
達
す
る
迄
兒
童
を
養
宵
し
、 

彼
等
が
肉
體
勞
働
ど
！&
神
勞
働
ご
の
平
等
能
力
を
具
備 

し

得

る

^

至

る

が

如

き

敎

育

を

^
!
由
社
會
自
ら
が
與
へ 

.る
ど
い
ふ
事
で
あ
る
。
而
し
て
結
局
、
經
濟
的
組
織
は 

次
の1

一
原
則
に
依
據
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
^
せ
ら
れ 

る
。
第

1
V

土
地
は
耕
す
者
の
財
產
で
あ
る
。
故
に
#
 

落
共
產
國
體
の
所
有
に
風
す
。
第
二
、
資
本
並
に
總
ゅ

第
九
號 

一
I
一

農
奴
解
放
後
の
露
西

亞
社
會
述
勒



雜
十

A
卷

(
一

三
ニ
四〕

雜

錄

.

農
奴
解
放
後
の
鱗
四
舐
社
會
運
励

笫
九
號

：

::
:
る
：生

爾

用

興

«
勞
働
者
に
歸
規
す
。
即
ち
勞
働
組
合 

々
財
■
で
ぁ
る
。
故
代
全
瞒
龠
漏
織
は
村
落
共
產
關
體 

(

ノ，Mi
r
o

芒

協

同

鈕

合A.rtel

o
€
の
自
®
聯
合
紐 

織
た
る
可
き
も
の
で
，'*
る
。
國
家
組
織
は
破
壊
せ
ら
れ
、 

露
®
®
國
內
の
各
民
族
は
彼
等
の
拾
望
す
る
所
妃
遵
つ 

で
相
.互
：に
自
由
.聯
合
を
形
成
し 

斯
の
如
き
聯
合
は
、
:.
: 

全
歐
羅
巴
，
全
世
界
の

;>
|同
様
に
鈕
織
さ
れ
た
る
自
由 

社
會
ヒ
結

-4
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
ミ
o

-r
r
く

て
綱
頃 

:楗
現
在
_の
社
#
秧
序
の
徹
底
的
破
壞
が
遂
行
せ
ら
：れ
ざ 

る
限
り
此
の
s
Fi
祉
會
の
實
現
は
全
然
不
可
能
で
み
る「 

ミ
の
見
埘
か
ら
露
西
抱
専
制
主
義
政
治
を
排
擊
し
、
知 

®
階
級
の
人
々
は
此
の
S
的
:̂
以
て
、
®
に
人
民
を
* 

育
す
る
に
止
ま
A
中
> 
彼
等
の
間
;̂
叛

亂

を

煽

動

.U

，

. 

之
^
實
行
せ
し
む
る
た
め
進
ん
で
民
衆
の
間
に
身
を
投 

す
可
し 

e 主
張
し
た
。：

(
M
a
s
a
r
y
k
v
o
p
;

 cit 

p
p
.

00
5
-00
6
. 

S
a
c
E

 

op, 

cir p
，

4
2
V

ハ

ク

ダ

ニ

y

ネ

■.
チ

'
ヤ

.K
.

フ
へ

！

^e

c xa
.

e
v

)
.

は
.，

も

1

明
四

極
端
な
る
遨
接
行
動
手
段
を
主
張
す
.る
革
命
主
義
者
で 

あ
つ
た
。
前
者
は
彼
の
.異
常
な
る
活
動
力
ぞ
强
固
な
る 

意
志
を
尊

®

し
、
兩
者
の
關
係
は
初
怂
颇
る
親
密
で
あ 

つ
た
。

一八六九

年
ネ
チ
ャH

フ

は

秘

密

結
«:「

入

民

裁
 

w
」
«
Q
N
a
r
o
d
n
a
j
a
R
a
s
p
r
a
v
a

o
を
創
設
し
た
。
そ 

し
て
彼
の
有
名
な
る
著
作r

革
命
敎
義
間
答」

に
於
て

パ 

ク
ゥ
ユ
シ
主
義
者
の
綱
領
を
承
離
し
、
诞
に
進
ん
で「

行 

勋
に
據
る
宣
傅j 

S
陰

謀

手

段

を

高

唱

し

た

。
其

の

'說

く 

所
の
要
旨
に
.遵

へ
ば
、
革
命
生
.義

者

の

策

略

r

t

f 

Jesuitism.

で
あ
.

as

. MacHavelifsnl .

で
な
け 

G

な
い
。
秘
密
結
a
の
圓
員
ば
絕
對
的
に
其
の
.楷
導
者
に

，
 

.
服

從

し

、

一：
切
の
個
人
利
害
や
威
愦
を
放
棄
し
、

一
切 

め
家
族
的
礙
紳
を
打
破
.，し
、
彼
の
金
人
格
を
生
死
の
_ 

#

に
，委
ね
、
ば
な
ら
な
い
0
彼
は
目
的
の
爲
め
に
必
要 

な

るf

切
の
行
.動
：を
歌
行
す
る
。
革
命
的
勢
力
の
®
用 

に
必
.要
な
ら
ば
欺
_
も
亦
許
容
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o 

秘
密
結
社
の
自
他
は

>
 

人
民
の

.

爲
.

め
，に
完
全
な

.

る
自
& :
:

■>
;

完

全

な

る

幸

福

を

潇

す

ミ

い

ふ

事

に

在

る

。

此

の

自

由
 

.秦

福

は
人

民

總

體

に
依

0

て

行

ば

，
る

\

總

破

壞

的
革
 

命
以
外
の
.方
法
に
依
つ
て

達
成
し
#
ら
れ
ざ
る
を
以 

て
、;
秘
密
結
社
の
指
鐵
原
則
は
y
現
在
の
#
惡
を|

層 

增
進
せ
し
め
、

人

民

が
耐
え
切
，.れ
ず
し
て
大
娘
的
暴
動 

を
惹
起
す
る
如
ぐ
彼
等
を
刺
戟
す
る
«f
で
あ
る
。
故
に
 

未
來
社
會
の
爲
め
の
計
金
ど
同
樣
，「

全
然
理
.論
上
0
合 

■理
的
活
動
は
非
*
せ
ら
れ
：、V

許
：容
さ
る
可
き
唯
チ
の
知 

:

識
はS

接
卩
H-
動
す
る
事
，
即
ち
：過
激
な
r
普
遍
的
の 

總
破
壞
的
行
動
の
み
で
あ
る
>」

述

ベ
ら

れ

組
織
ビ 

敎
育
ば
次
代
の
仕
事
で
あ
る
^
彼
は
倉
ふ
。：

「

我
々
の
任
：
 

務
は
：恐
る
：可
き
徹
底
的
の
容
赦
な
き
破
壤
で
あ
る
.
：

. 

.我
：々
を
し
：て
需
西
朋
に
’於
け
ろ
_

ー
 

の
眞
の
革
命
家
盗 

賊
の
世
界VJ

結
合
せ
し
め
ょJ

ミ
。

.

'

: 

ー:
:

1八
六
九
年
に
ジ

H

一
パ
か
ら
彼
の
黨
派
^
同
名
の 

雜
雜
^

<

民
挪
刺」

C

 

?
N

a
r

o
d

n
3

j
a

,
R

a
s

p
r

a
v

a
o

が
刊

行
さ
れ
：た
。
其
れ
は
、
戌
衆
の
間
：

2

投
じ
て
彼
等
ど
共

に
新
し
き
社
會
生
活
の
爲
.め
に
闘
爭
す
可
し

^o

言
へ
る 

バ
ク
ウ
二
ン
の
主
張
に
赞
同
す
る

V」
共
に

"

此
の
主
脹 

は
、
然
ら
ば
人
は
如
何
に
し
て
民
衆
の
問
に
活
動
す
可 

き
乎
の
明
確
な
る

a

念
を
缺
い
て
居
る
ヒ
述
べ
た
。
然 

る
に
此
の
事
が
最
も
重
大
な
る
問
題
^
の
で
あ
る
と
。

. 

兹
に
苒
び
ネ
チ
ャH

フ
は
：現
社
會
秩
序
に
對
す
る
絕
對 

的
否
定
ビ
其
の
總
破
壤
ミ
に
就
ぃ
て
の
彼
の
昆
解
を
反 

覆
カ
說
し
た
。
而
し
て
其
の
手
段
ど
し
て
威
嚇
主
®
を 

高
唱
し
、
譎
詐
陰
謀
の
必
要
を
强
辯
し
|2
°

一
八
六
九
年
九
月
>
彼
は
セ
ン
ト

•
ベ
'フ
ル
ス
ブ
ル
，ク
 

に
潜
入
し
、
革
命
主
義
組
織
ミ
其
の
運
勅
の
計
畫
8

 

め
れ
：。
彼
は
全
露
西
盥
を
秘
密
結
社
の
蛛
綱
を
以
て
壞 

は
ん
ミ
合
圖
し
、
新
組
織
の
連
結
は
脰
ち
に
モ
ス
コ
ウ
、

セ
ン
ト

*
ぺ
テ

,

ス
ブ
ル
グ
か
ら
ヤ

口

ス
ラ
.ク
、
イ

ブ

ノ 

クォ
v
ゥ
ォ
ズ
ニ
セ
ン
ス
ク
其
他
各
領
域
の
隨
處
に
膦
が
. 

つ
た
。
組
織
は
中
央
集
»
吣
で
あ
つ
て
、
興
の
规
約
は 

g

る
峻
嚴
を
極
め
、
各
圈
員
の
無
條
件
的
忠
節
が
耍
求
ド

第
十
八
卷
.
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